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普段は、それほど意識していなくても、
ちょっと考えると不思議なネットワークの仕組み。
それをドクター・カワシマが、パズルを解くようにやさしく解説しましょう。

今
月
の
テ
ー
マ

前回は、同じネットワークケーブル、つまりLANの中でのコンピ

ュータ同士が通信できるわけについて考えましたが、今月は、ネ

ットワークサービスプロバイダーにつながった複数の会社の間で通

信できる仕組みについて考えてみましょう。いよいよインターネッ

トらしくなってきましたね。

ネットワークサービスプロバイダーとLANとをつなぐときは、ネッ

トワークサービスプロバイダーにあるルータとLAN上のルータとを

専用線でつなぎます。ここではぐっと簡単にしてプロバイダーに2

つの会社がつながった状態で考えてみましょう。

ドクター・カワシマの 

プロバイダー
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ドクター・カワシマの 
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同じござの中の者同士とは
すぐに受け渡しできます

私たちはござを越えて
酒樽をやりとりするのね

こちらも
同じござの中の者同士とは
すぐに受け渡しできます

これは中村屋さんへの
おすそ分けの酒樽だが
おさと、お前さんに渡せば
よいのだね
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酒樽を受け取りましたが
中村屋さん宛ですから
おゆきさん、あなたに
渡しますよ

受け取ったのは
権兵衛様宛の酒樽ですから
私から直接渡しましょう
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ドクター・カワシマの 
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山城屋さんへは山城屋おさとへ
中村屋さんへは文五郎へ渡せばよいのだな

三河屋さんへは おさと
中村屋さんへもおさとへ
渡せばよいのだ

三河屋さんへは三河屋助六さんへ
中村屋さんへも助六さんへ渡すのね

三河屋さんへは三河屋文五郎さんへ
山城屋さんへも文五郎さんへ
渡すのね

私たちはござを越えて
やりとりできるのです

私たちはござを越えて
やりとりできるのです

山城屋さんへは 助六
中村屋さんへは おゆきさんへ
渡せばよいのだな

三河屋さんへは おゆきに
山城屋さんへも おゆきに
渡すのじゃな
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それ以外は
助六に渡せば
よいのだな
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インターネットは複数のネットワークがつながったも

のです。ネットワークとネットワークとをつなぐには、2

つの方法があります。まず、あなたの会社とネットワー

クサービスプロバイダーの間をつないでいるように専用線

で2台のルータをつなぐ方法です。もう1つは、会社の

中などで、2つのネットワークをルータやコンピュータで

つなぐ方法です。

自分の所属するネットワークの中でのやりとりは、第

1回（インターネットマガジンNo.2）で解説したとおり

ですが、それ以外のネットワーク、つまりほかの会社や

組織にパケットを送るためには、ルーティングテーブル

（経路表）を使います。

まず、目的のネットワークにつながったルータはどれ

であるかをルーティングテーブルで調べて、そのルータに

パケットを送ります。送ろうとしているネットワークが

すぐ隣につながっているネットワークではない場合、そ

のネットワークにより近いルータにパケットを送ります。

このより近いルータというのもルーティングテーブルで見

つけるわけです。今回の解説の「吹き出し」に書いてあ

るのが、ルーティングテーブルに相当すると考えてくだ

さい。

ルーティングテーブルの中で「それ以外は××に渡す」

という書き方をしていますが、これを『デフォルトエン

トリ』といいます。つまり、知っている宛先以外は全部

ここに送る、という意味です。デフォルトという言葉は

パソコンではよく使う言葉ですが、「特に指定されてい

ないとき」という意味です。一見、いい加減なようにも

見えますが、自分が責任を持って知っていること以外は

すべて自分より知ってそうな人にたらい回しにするとい

う、非常にわかりやすい考え方なのです。そして、もう

1つのいいところは、プロバイダー以外の組織（正確に

はインターネットと1か所でつながっている組織）では、

すべての宛先を具体的に知っている必要はなく、少ない

情報量ですむということです。

デフォルトエントリはいつでも使えるわけではありませ

ん。8番の絵の真ん中に陣取っている「山城屋」さん、

これが実はインターネットサービスプロバイダーの役割を

しているのですが、ここではそれぞれの宛先に応じた担

当者の名前をすべて覚えておかなければなりません。し

かし、周囲に陣取っている家族、これがインターネット

に接続している各組織なのですが、ここではすべての宛

先について覚えている必要はなく、自分の家族以外の人

へ宛たものは、山城屋に渡してくれる担当者に渡せば、

あとは山城屋でなんとかしてくれるのです。

このように、インターネット上のルータは、インター

ネットにつながっているすべてのネットワークのルート

（デフォルトエントリも含めて）を知っていなければなり

ません。日本ではアメリカのネットワークをデフォルト

エントリで表すことによって（つまり、日本以外のもの

は全部アメリカ、というように）、エントリ数を少なくし

ており、だいたい2000個程度です。アメリカのネット

ワークがたくさんつながっているところ（インターネット

のへそみたいなところですね）ではエントリが2万1000

個くらいあり、これが急激な勢いで伸びています。

jftp://ftp.nic.surfnet.nl/surfnet/net-management 

/ip/nets.gif

には、伸びを示すグラフがありますから、興味のある人

は見てみましょう。

日々新たに接続されるネットワークは、世界中でもか

なりの数にのぼります。ルーティングテーブルを正しく、

しかも最新の状態に保っておかないと相手にパケットが

届かない、つまりメールも届かなければ、FTPやWWW

もできないということが起きます。それでは、このルー

ティングテーブルの内容を正しく保っておくには、どう

したらいいのでしょうか？　ルーティングテーブルを自動

的にアップデートするためのプロトコルを「経路制御プ

ロトコル」といいます。インターネットにつながっている

ネットワークの変化（増えたり、減ったり、つながって

いる場所が変わったり）を検出して、ネットワーク上の

ルータに知らせ、ルーティングテーブルを修正します。ネ

ットワーク上には、こうした裏方の通信も行われており、

あなたのパソコンからのパケットが世界中のマシンへ届

くということを実現しているのです。このように、イン

ターネットのしくみは実にうまくできていますね。

次回は、「ネットワークが混雑する」ということはど

ういうこと？という疑問について考えてみることにしま

しょう。

今
月
の
解
説
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